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本文の下限はこの線

1番目のタイトルの縦位置は4.55で固定

1番目の本文の縦位置は5.40で固定

タイトルと本文の縦位置の差は0.85で統一

n-1番目の本文とn番目のタイトルの距離は、
n番目の本文とn番目のタイトルの距離よりも長くする
（タイトルと本文の両方選択して上下に移動させる）

タイトルと本文の縦位置の差は0.85で統一

n-1番目の本文とn番目のタイトルの距離は、
n番目の本文とn番目のタイトルの距離よりも長くする
（タイトルと本文の両方選択して上下に移動させる）

本文の下限はこの線

テキストボックスの横位置は1.74で固定

署名の位置は固定
・横位置：  1.74
・縦位置：14.90
・サイズ：幅8.3
・右揃え

署名の位置は固定
・横位置：  1.74
・縦位置：27.50
・サイズ：幅8.3
・右揃え

タイトル：2.85

単位：3.55

脚注：8.20 出所①：8.20（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）

脚注の横位置は11.13で統一
出所はデフォルトから右位置を動かさない
ずれた場合はデフォルトや他のページからコピペ

出所②：8.55（脚注が1行の場合）
出所③：8.83（脚注が2行の場合）

タイトル：9.15

単位：9.85

脚注：14.50 出所①：14.50（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）
出所②：14.85（脚注が1行の場合）
出所③：15.13（脚注が2行の場合）

タイトル：15.45

単位：16.15

脚注：20.80 出所①：20.80（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）
出所②：21.15（脚注が1行の場合）
出所③：21.43（脚注が2行の場合）

タイトル：21.75

単位：22.45

脚注：27.10 出所①：27.10（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）
出所②：27.45（脚注が1行の場合）
出所③：27.73（脚注が2行の場合）

グラフ：3.95

グラフ：10.25

グラフ：16.55

グラフ：22.85

帯は3.05で固定

帯は15.65で固定

下段1番目のタイトルの縦位置は17.15で固定

下段1番目の本文の縦位置は18.00で固定

※直近値はブラジルが2025年11月、メキシコが2025年12月

金利

経済

（出所）CEICより大和アセット作成

ブラジルは慎重ながらも利下げ局面入り

ブラジル中銀は、3月の金融政策決定会合で政策

金利を15%から14.75%に引き下げることを決定し、

利下げ局面に入った。ただし、中東情勢の緊迫化を

受けた原油高でインフレ懸念が再燃しているほか、

見通しの不確実性が高いため、従前の想定よりも慎

重に利下げを進めるとみられる。今回、政策金利の

予想値を引き上げたが、ブラジル国債は中期的に高

い利息収入と価格上昇が期待できる局面にあること

に変わりないため、見通しは「強気」を維持する。

近年のブラジルは産油量が拡大したことで、原油

が大豆に次ぐ貿易収支の押し上げ要因となっている。

足元の中東情勢の緊迫化を受けた原油高は貿易収支

の更なる改善要因になると期待される。他方、ガソ

リンなどの価格高騰が短期的なインフレ要因として

懸念される。ブラジル中銀は従前よりも利下げに慎

重にならざるを得ず、金利の高止まりが景気を抑制

するだろう。経済は低成長局面が続くと想定する。

ブラジルは金利高止まりが成長を抑制

ブラジルとは対照的にメキシコは産油量が減少し、

石油の純輸入国になっている。燃料税の調整によっ

て原油価格の変動が消費者価格に転嫁されづらい構

造であるため、原油高によるインフレへの懸念は乏

しいが、財政への悪影響は懸念される。今年7月の

USMCA見直しに向けた不透明感で民間の設備投資

が抑制される中、メキシコも低成長が続くと見込む。

メキシコ経済は引き続き不透明感が重し

メキシコは利下げ再開を探る局面

メキシコは、燃料税の調整によって原油価格の変

動が消費者価格に転嫁されづらい構造である。原油

高が長期化しなければ、サービス物価等への波及も

限られよう。景気低迷が続く中で、米国などに比べ

て利下げ再開を検討しやすい国の1つと言えよう。

メキシコ国債の見通しは「やや強気」を維持する。

ブラジルの貿易収支とその要因分解

ブラジル・メキシコ｜各国経済・金融市場見通し

※直近値は2026年2月
※12カ月移動平均

（執筆：調査部 岩手幸久）

（執筆：調査部 岩手幸久）
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（億米ドル）

ブラジルのインフレ率と金利

（％）

（出所）ブラジル地理統計院、ブルームバーグ、ブラジル中央銀行

メキシコのインフレ率と金利

（%）

（出所）メキシコ国立地理統計情報院、ブルームバーグ、メキシコ銀行

※陰影部はブラジル中央銀行のインフレ目標レンジ
※直近値はインフレ率が2026年2月、金利が2026年3月23日

※陰影部はメキシコ銀行のインフレ目標レンジ
※直近値はインフレ率が2026年2月、金利が2026年3月23日

ブラジルとメキシコの産油量

（出所）ブルームバーグより大和アセット作成

（万バレル/日）
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本文の下限はこの線

1番目のタイトルの縦位置は4.55で固定

1番目の本文の縦位置は5.40で固定

タイトルと本文の縦位置の差は0.85で統一

n-1番目の本文とn番目のタイトルの距離は、
n番目の本文とn番目のタイトルの距離よりも長くする
（タイトルと本文の両方選択して上下に移動させる）

下段1番目のタイトルの縦位置は17.15で固定

下段1番目の本文の縦位置は18.00で固定

タイトルと本文の縦位置の差は0.85で統一

n-1番目の本文とn番目のタイトルの距離は、
n番目の本文とn番目のタイトルの距離よりも長くする
（タイトルと本文の両方選択して上下に移動させる）

本文の下限はこの線

テキストボックスの横位置は1.74で固定

署名の位置は固定
・横位置：  1.74
・縦位置：14.90
・サイズ：幅8.3
・右揃え

署名の位置は固定
・横位置：  1.74
・縦位置：27.50
・サイズ：幅8.3
・右揃え

タイトル：2.85

単位：3.55

脚注：8.20 出所①：8.20（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）

脚注の横位置は11.13で統一
出所はデフォルトから右位置を動かさない
ずれた場合はデフォルトや他のページからコピペ

出所②：8.55（脚注が1行の場合）
出所③：8.83（脚注が2行の場合）

タイトル：9.15

単位：9.85

脚注：14.50 出所①：14.50（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）
出所②：14.85（脚注が1行の場合）
出所③：15.13（脚注が2行の場合）

タイトル：15.45

単位：16.15

脚注：20.80 出所①：20.80（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）
出所②：21.15（脚注が1行の場合）
出所③：21.43（脚注が2行の場合）

タイトル：21.75

単位：22.45

脚注：27.10 出所①：27.10（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）
出所②：27.45（脚注が1行の場合）
出所③：27.73（脚注が2行の場合）

グラフ：3.95

グラフ：10.25

グラフ：16.55

グラフ：22.85

帯は3.05で固定

帯は15.65で固定
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※インド財務省主席経済顧問V Anantha Nageswaran氏の2026年3月2日
時点の発言内容          ※インドの年度は、4月から翌年3月まで

項目
原油価格が

90米ドル/バレルで推移
原油価格が6～9カ月間130

米ドル/バレルで推移

実質GDP
成長率

前年度比+7~7.4％ 前年度比+6.4％

消費者物価
指数

前年同期比
+2％程度

前年同期比
+5.5％

経常赤字
対GDP比率

1~1.2％ （中東情勢悪化
前から大きく変わらず）

3.2％

財政赤字
対GDP比率

4.3~4.4％ （中東情勢悪
化前から大きく変わらず）

5.6％

（出所）Indian Oil Corporation Limited、ブルームバーグ

仮に原油価格の高騰が長期化し、一時的に経済成

長や企業業績が抑制されても、人口ボーナス期を享

受する強い内需や構造改革を背景に、内需が蒸発す

る可能性は低い。実際に2022年後半からの原油価

格が正常化した局面では繰越需要が顕在化し、企業

は原油高によるコスト増を消費者に転嫁した。その

結果、業績の急回復とともに株価も米国株等に先駆

けて回復した経緯がある。今年は業績の回復局面に

あることも外部ショックへの耐性を強める要因。

経済

インド｜各国経済・金融市場見通し

株式

インド財務省主席経済顧問による2026年度経済見通し

燃料の店頭価格（ムンバイ）の推移

原油価格正常化後は繰越需要も期待される

インド政府の予測によると、原油価格がおおむね

90米ドル/バレル以下で推移する限り、仮に一時的

に原油価格が急騰しても、実質GDP成長率は+7％

台前半の高成長を維持し、インフレ圧力も当面補助

金などの財政措置によって吸収が可能とされている。

もっとも足元での調理用LPガス不足によるサービス

業への影響等を鑑み、2026年の実質GDP成長率見

通しを+7.3％から7.1％へ小幅に下方修正する。

中東情勢の長期化なければ経済影響限定的

当面の原油価格上昇について、①燃料課税の引き

下げや燃料・肥料に対する補助金の増額といった財

政支援、②エネルギー精製企業のマージン圧縮、に

よって吸収される見込み。店頭価格の大幅な引き上

げは抑制され、物流コスト増を通じて企業マージン

が圧迫されるリスクも限定的とみられる。緩和的な

金融政策が大きく見直される可能性は低いと考える。

直ちに物価上昇に繋がる可能性は低い

（執筆：調査部 金春愛）

（執筆：調査部 金春愛）

2022年原油価格高騰時を含むインド株の推移

2

（出所）現地紙「The Indian Express」により大和アセット作成

インド株の予想PER（株価収益率）

（倍）

（出所） ブルームバーグより大和アセット作成

（出所）ブルームバーグより大和アセット作成

※直近値は2026年3月20日

（2022年初=100）

※株価指数は現地通貨ベース
※直近値は2026年3月23日

※直近値は2026年3月23日

（米ドル／バレル）

足元の株価調整を経て、バリュエーション（12

カ月先予想PER）は過去5年平均を標準偏差の2倍ほ

ど下回る水準まで切り下がっており、さらなる低下

余地は限定的と考えられる。今後、地政学リスクが

落ち着きの兆しを見せれば自律反発が期待できるな

ど、中長期的には押し目買いの好機と見込む。

バリュエーションの切り下がり余地は限定的
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WTI原油先物（左軸、米ドル/バレル）

ガソリン（左軸、ルピー/L）

19kgLPガスボンベ（右軸、ルピー）
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インドNIFTY50指数（左軸）
＜参考＞米S&P500指数（左軸）
WTI原油先物価格（右軸、上下反転）

※12カ月先予想PER



本文の下限はこの線

1番目のタイトルの縦位置は4.55で固定

1番目の本文の縦位置は5.40で固定

タイトルと本文の縦位置の差は0.85で統一

n-1番目の本文とn番目のタイトルの距離は、
n番目の本文とn番目のタイトルの距離よりも長くする
（タイトルと本文の両方選択して上下に移動させる）

下段1番目のタイトルの縦位置は17.15で固定

下段1番目の本文の縦位置は18.00で固定

タイトルと本文の縦位置の差は0.85で統一

n-1番目の本文とn番目のタイトルの距離は、
n番目の本文とn番目のタイトルの距離よりも長くする
（タイトルと本文の両方選択して上下に移動させる）

本文の下限はこの線

テキストボックスの横位置は1.74で固定

署名の位置は固定
・横位置：  1.74
・縦位置：14.90
・サイズ：幅8.3
・右揃え

署名の位置は固定
・横位置：  1.74
・縦位置：27.50
・サイズ：幅8.3
・右揃え

タイトル：2.85

単位：3.55

脚注：8.20 出所①：8.20（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）

脚注の横位置は11.13で統一
出所はデフォルトから右位置を動かさない
ずれた場合はデフォルトや他のページからコピペ

出所②：8.55（脚注が1行の場合）
出所③：8.83（脚注が2行の場合）

タイトル：9.15

単位：9.85

脚注：14.50 出所①：14.50（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）
出所②：14.85（脚注が1行の場合）
出所③：15.13（脚注が2行の場合）

タイトル：15.45

単位：16.15

脚注：20.80 出所①：20.80（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）
出所②：21.15（脚注が1行の場合）
出所③：21.43（脚注が2行の場合）

タイトル：21.75

単位：22.45

脚注：27.10 出所①：27.10（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）
出所②：27.45（脚注が1行の場合）
出所③：27.73（脚注が2行の場合）

グラフ：3.95

グラフ：10.25

グラフ：16.55

グラフ：22.85

帯は3.05で固定

帯は15.65で固定

主要経済指標

経済

中国｜各国経済・金融市場見通し

株式

政府活動報告の主要な項目

全人代では、市場予想通りに2026年の成長目

標が引き下げられた。財政政策は前年の方針が維

持されるも、政府性基金予算の新規債券発行額は

前年から据え置きと控えめに設定された。ただし、

準財政措置として政策銀行を活用した融資ツール

へ新たに0.8兆元の枠が付与された点を加味すれ

ば、失望を誘う内容ではない。他方、26年も内

需拡大が最優先の重点項目とされたが、消費拡大

に向けた目新しい政策は特段示されなかった。

政府活動報告は想定範囲内の無難な内容

（前年同月比、％）

（出所）中国国家統計局、中国海関総署より大和アセット作成

※春節の影響を考慮して1-2月期を合算、1-2月期の前年同期比とした
※輸出額は米ドル建て ※直近値は2026年1-2月期（執筆：調査部 横道弘吉）

（出所）政府活動報告より大和アセット作成

経済指標は上振れも、その持続性に注目

株式

3

1-2月期の主要経済指標は概ね市場予想を上回っ

た。特に輸出額が急伸したほか、固定資産投資は数

カ月ぶりに増加に転じた。ただし、外需は春節の期

ずれによる季節要因の影響が小さくないと見られる

ほか、固定資産投資は公共投資にけん引された側面

が大きく、その持続性を慎重に見極める必要がある。

（前年同月比、％）

※社会融資総量はストックベース
※直近値は2026年1月
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小売売上高 固定資産投資

鉱工業生産 輸出額

項目 2025年 2026年

成長目標
実質GDP成長率
（前年比）

+5%前後 +4.5～5.0％

財政政策 基本方針 より積極的な財政政策
より積極的な財政政策
を継続

うち一般公共
予算

財政赤字額 5.66兆元 5.89兆元

財政赤字比率
（GDP対比）

4％前後 4％前後

うち政府性基
金予算（新規
債券発行額）

超長期特別国債 1.3兆元 1.3兆元

地方政府専項債 4.4兆元 4.4兆元

特別国債 0.5兆元 0.3兆元

金融政策 基本方針
適度に緩和的な金融
政策

適度に緩和的な金融
政策を継続

各種株価指数の推移

（出所）ブルームバーグより大和アセット作成

※香港ドルベース
※直近値は2026年3月23日

（2025年1月初=100）

MSCI中国指数のEPS予想値の推移

（2025年3月初＝100）

※直近値は2026年3月19日

（出所）LSEGより大和アセット作成
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（執筆：調査部 金春愛）

中東情勢の影響少なく、AI実装加速が注目

3月下旬から決算発表が本格化する予定で、テッ

ク企業ではAI関連事業の進展や収益拡大が注目され

やすい。一方で、顧客獲得コストの膨らみを背景に、

業績の上方修正基調が一服する可能性に注意が必要。

原油在庫は約100日分と余裕があり、世界経済と

の連動性も低下していることから、中東情勢悪化後

も中国株の下落は限定的だった。セクター別では川

上のエネルギーセクターが上昇したほか、当局によ

る資本注入の発表を受け銀行セクターも底堅く推移。

テック関連企業では、顧客獲得に伴うコスト増が足

かせとなる一方、オープンクローの浸透を背景とし

たAI実装の加速が評価され、テンセントなどが上昇。

こうした中国独自の材料を背景に、中東情勢悪化局

面ではアウトパフォームしやすいと考え、当面投資

判断を「やや弱気」から「中立」へ引き上げる。

テック企業のコスト増加の影響に注意



今月の新興国コラム

タイトル：2.85

単位：3.55

脚注：8.20 出所①：8.20（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）

脚注の横位置は11.13で統一
出所はデフォルトから右位置を動かさない
ずれた場合はデフォルトや他のページからコピペ

出所②：8.55（脚注が1行の場合）
出所③：8.83（脚注が2行の場合）

タイトル：9.15

単位：9.85

脚注：14.50 出所①：14.50（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）
出所②：14.85（脚注が1行の場合）
出所③：15.13（脚注が2行の場合）

グラフ：3.95

グラフ：10.25

本文の下限はこの線

1番目のタイトルの縦位置は4.55で固定

1番目の本文の縦位置は5.40で固定

タイトルと本文の縦位置の差は0.85で統一

n-1番目の本文とn番目のタイトルの距離は、
n番目の本文とn番目のタイトルの距離よりも長くする
（タイトルと本文の両方選択して上下に移動させる）

テキストボックスの横位置は1.74で固定

署名の位置は固定
・横位置：  1.74
・縦位置：14.90
・サイズ：幅8.3
・右揃え

帯は3.05で固定
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原油、れきせい油等

LNG、LPガス、エチレン等

年初来で米国株を上回る好パフォーマンスを記録

した新興国株は、中東情勢の悪化以降、利食いとみ

られる売りが膨らんだ。最大の下落幅をみると、資

源国のブラジルを含め、韓国やベトナムなど昨年か

ら大きく上昇した国が目立つほか、原油輸入国であ

るインドネシアなども下落。一方、LNG輸出国のマ

レーシアは底堅く推移。

原油価格高騰の長期化が視野に入る場合、新興国

株を取り巻く適温相場の環境が崩れ、株価は一段と

レンジを切り下げる可能性がある。国別では、原油

輸入依存度が高いASEAN諸国への逆風が強まりや

すい。もっとも、現時点では事態は流動的であり、

資源価格高騰の長期化を前提とした判断は時期尚早

といえる。こうした中、12カ月先予想PERが過去5

年平均を下回るMSCI新興国指数には、当面割安感

の浮上を背景に買戻しも入りやすいと見込む。

グラフサイズ：6.49＊8.29

新興国｜各国経済・金融市場見通し

経済・金融市場

中東情勢悪化による原油価格の高騰が長期化した

場合、資源の輸出入状況によって新興国の景気は二

極化しやすい。資源国であるブラジルやメキシコ、

マレーシアなどは恩恵を受けやすい。一方、

ASEAN諸国を中心に、原油輸入国の景気減速や物

価高騰につながる可能性がある。もっとも、インド

やハンガリーはロシア産原油の輸入などにより、当

面の原油供給に大きな問題はないとみられる。

新興国の原油・天然ガスの輸出入状況

（対名目GDP比率、％）

原油などの輸出入等、様々な要因で選別

（執筆：調査部 金春愛）

原油価格次第も、新興国株の割安感も浮上

※HSコード2709、2711を参照
※ベトナムは2023年時点で、その他は2024年時点

（出所）UN Comtrade、CEICより大和アセット作成

4

中東情勢悪化以降の新興各国株価指数のパフォーマンス

（2026年2月27日=100）

※米国はS&P500を掲載し、ベトナムはVN指数、その他の新興国は
MSCI新興国株価指数ベースを掲載

（出所）ブルームバーグより大和アセット作成

（%）

ASEAN各国の政策金利

（出所）ブルームバーグ

タイとフィリピンの中銀は直近会合で追加利下げ

を実施も、今後の金融政策については中立姿勢を示

唆。他方、インドネシア中銀は政策金利を据え置い

たほか、事実上追加利下げを断念。ASEAN各国は

利下げ局面を終えたと見る。当面、各国中銀は現在

の政策金利を維持する公算だが、中東情勢次第では

今後利上げが必要となる可能性にも留意したい。

ASEAN各国は利下げ局面を終えた

※直近値は2026年3月23日

（執筆：調査部 金春愛、横道弘吉）
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本文の下限はこの線

1番目のタイトルの縦位置は4.55で固定

1番目の本文の縦位置は5.40で固定

タイトルと本文の縦位置の差は0.85で統一

n-1番目の本文とn番目のタイトルの距離は、
n番目の本文とn番目のタイトルの距離よりも長くする
（タイトルと本文の両方選択して上下に移動させる）

下段1番目のタイトルの縦位置は17.15で固定

下段1番目の本文の縦位置は18.00で固定

タイトルと本文の縦位置の差は0.85で統一

n-1番目の本文とn番目のタイトルの距離は、
n番目の本文とn番目のタイトルの距離よりも長くする
（タイトルと本文の両方選択して上下に移動させる）

本文の下限はこの線

テキストボックスの横位置は1.74で固定

署名の位置は固定
・横位置：  1.74
・縦位置：14.90
・サイズ：幅8.3
・右揃え

署名の位置は固定
・横位置：  1.74
・縦位置：27.50
・サイズ：幅8.3
・右揃え

タイトル：2.85

単位：3.55

脚注：8.20 出所①：8.20（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）

脚注の横位置は11.13で統一
出所はデフォルトから右位置を動かさない
ずれた場合はデフォルトや他のページからコピペ

出所②：8.55（脚注が1行の場合）
出所③：8.83（脚注が2行の場合）

タイトル：9.15

単位：9.85

脚注：14.50 出所①：14.50（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）
出所②：14.85（脚注が1行の場合）
出所③：15.13（脚注が2行の場合）

タイトル：15.45

単位：16.15

脚注：20.80 出所①：20.80（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）
出所②：21.15（脚注が1行の場合）
出所③：21.43（脚注が2行の場合）

タイトル：21.75

単位：22.45

脚注：27.10 出所①：27.10（脚注1行で右側に十分なスペースがある場合）
出所②：27.45（脚注が1行の場合）
出所③：27.73（脚注が2行の場合）

グラフ：3.95

グラフ：10.25

グラフ：16.55

グラフ：22.85

帯は3.05で固定

帯は15.65で固定
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中銀介入推定額（左軸）

ルピーの対米ドルレート（右軸、上下反転）
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ネットの先物ポジション（外貨買いー外貨売り）

為替｜各国経済・金融市場見通し

5

人民元、インドルピー

（執筆：調査部 金春愛）

米ドル等外貨のネットの先物ポジションの状況

人民元、先物ポジション積み上げに警戒

対米ドルで約3年ぶりの高値水準まで上昇した人

民元は、3月以降頭打ちとなった。中東情勢の緊張

が長期化する場合、原油輸入額増加が貿易黒字の縮

小に繋がると懸念されている。投機筋による先物ポ

ジションも、すでに外貨の買い越しが過去最大水準

を更新しており、今後は反転してスポット市場で人

民元安圧力が強まるリスクに警戒が必要である。

インド、原油高逆風も中銀介入が変動抑制

中東情勢悪化後、貿易赤字の拡大が懸念され、原

油輸入国であるインドでは通貨安圧力が高まった。

ただし、中銀によるルピー買い介入が下落幅を抑制。

大幅な外貨準備を背景に、中銀はルピーの買い・売

り双方で介入を行うことで、対米ドル相場の変動幅

を抑制している。今後も、中東情勢が激化する局面

においても、中銀が介入を強めることで、大幅なル

ピー安が進む可能性は限定的と見込む。

ブラジル・レアル、メキシコ・ペソ

ブラジル・レアルは年初から堅調に推移してきた

が、中東情勢の緊迫化でリスクオフが強まる局面で

も小幅な下落にとどまっている。ブラジルの政策金

利は主要国の中でも圧倒的に高く、3月に利下げを

開始したとはいえ緩やかなペースでの利下げが見込

まれるため、高金利通貨としての魅力は健在。また、

近年の産油量増加によって原油高の恩恵を受ける資

源国通貨になっている。今後数カ月、リスク回避姿

勢が和らぐ中でも原油価格が高止まりする展開とな

れば、特にブラジル・レアルが買われやすくなろう。

ブラジル・レアルは「やや強気」を維持

メキシコ・ペソは原油高の追い風を受けづらいほ

か、投機的なロングポジションも積み上がっていた

ため、ポジション調整が進む余地が大きい点に注意

が必要。ただし、最近は経常収支が改善しており、

実需の資金フローはペソを下支えする要因である。

メキシコ・ペソは好悪入り混じる状況

（2025年末=100）

（執筆：調査部 岩手幸久）

※直近値は2026年3月23日

メキシコ・ペソの投機筋ポジションと対米ドルレート

（万枚）

（出所）ブルームバーグ

（出所）ブルームバーグより大和アセット作成

各新興国通貨の対米ドルレート

※直近値は2026年3月23日

↑当該通貨高・米ドル安

（ペソ/米ドル）
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ブラジル・レアル
メキシコ・ペソ
中国人民元
インド・ルピー

※直近値は2026年2月

（出所）中国国家外貨管理局より大和アセット作成

スポット市場での
人民元高圧力

スポット市場
での人民元安圧力

（出所）中国国家外貨管理局より大和アセット作成

（億米ドル）

インド中銀の為替市場での介入推定額

（億米ドル）

※介入額は週次データで、為替レートも週末値を掲載 ※ブルームバーグ・
エコノミストによる推計 ※直近値は2026年3月13日

（ルピー／米ドル）

ルピー買い介入
ルピー安

（出所）ブルームバーグ
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投機筋のメキシコ・ペソ先物ネット・ポジション（左軸）

メキシコ・ペソ（対米ドル、右軸・上下反転）

↑ペソ高
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RCEP：東アジア地域包括的経済連携、SDR：特別引出権、SOFR：担保付翌日物調達金利、SWIFT：国際銀

行間通信協会、TOPIX：東証株価指数、TPP：環太平洋パートナーシップ協定、USMCA：米国・メキシコ・

カナダ協定、USTR：米国通商代表部、VIX：ボラティリティ指数、WGBI：世界国債インデックス、WHO：

世界保健機関、WTO：世界貿易機関、YCC：イールドカーブ・コントロール
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